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　現在、国際秩序が大きく変化し、アメリカ中心であった安定構造が揺ら
いでいます。価値観を軸とした秩序から、力と利益を重視する競争の時代
へと移行し、中国の台頭や米中対立、ロシア・北朝鮮の連携強化により、安
全保障環境は一層不安定化しています。法の支配も軽視される傾向にあ
り、国際社会は新たな危機の段階に入っています。安全保障の概念も拡大
し、外交・軍事力に加えて経済・技術・サイバー・宇宙などが一体化していま
す。認知戦を含むハイブリッド戦が常態化し、軍事力行使のハードルの低
下や核威嚇の顕在化も重要な課題です。
　こうした大変動の時代には、軍事力のみならず、外交、経済、科学技術、情
報といった総合的な対応が不可欠となります。そして、その基盤である国
家機能の維持や国民一人ひとりの確たる安全保障意識も重要な要素とな
ります。そのような中で、同盟のジレンマや対中経済依存といった課題の
克服も必要です。また、日本にとって南西諸島や台湾などの地政学的・戦
略的要衝に対しての備えや対応も喫緊の課題です。
　今後の10年は日本の将来を左右する重要な期間であり、国益を軸に主
体性ある戦略の下で判断・対応していくことが求められます。国内事情を
優先した「何ができるか」という発想から「何をなすべきか」という発想へ
の転換が求められます。安全保障とは軍事だけでなく、インフラや国民の
意識を含む国家機能全体の維持であり、民間の役割も極めて重要です。希
望と覚悟の時代です。
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